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本
著
は
、
日
本
人
研
究
者
の
手
に
よ
る
最
初
の
本
格
的
な
台
湾
文
学

史
の
試
み
で
あ
る
。「
序
章　

台
湾
文
学
航
海
図
」
で
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、島
田
謹
二『
華
麗
島
文
学
志
―
―
日
本
詩
人
の
台
湾
体
験
』（
明

治
書
院
、
一
九
九
五
）
や
尾
崎
秀
樹
の
『
近
代
文
学
の
傷
痕
―
―
旧
植
民

地
文
学
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
）
な
ど
、
日
本
統
治
期
の
台
湾
に

お
け
る
文
学
に
関
す
る
書
籍
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
し
、
本
書
の
編
者
の

一
人
で
あ
る
河
原
功
に
よ
る
『
台
湾
新
文
学
運
動
の
展
開
―
―
日
本
文

学
と
の
接
点
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
七
）
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
新
文

学
運
動
期
を
中
心
と
し
た
、
重
要
な
成
果
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
台
湾
で
は
こ
れ
ま
で
陳
少
廷
の
『
台
湾
新
文
学
運
動
簡
史
』

（
聯
経
出
版
社
、
一
九
七
七
）
に
始
ま
り
、葉
石
濤
『
台
湾
文
学
史
綱
』（
文

学
界
雑
誌
社
、
一
九
八
七
）、
彭
瑞
金
『
台
湾
新
文
学
運
動
四
十
年
』（
自

立
晩
報
社
文
化
出
版
部
、
一
九
九
一
）
が
刊
行
さ
れ
、
後
二
者
は
本
書
の

日
本
人
研
究
者
に
よ
る

本
格
的
台
湾
文
学
史
の
試
み

垂
水　

千
恵
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筆
頭
編
者
で
あ
る
中
島
利
郎
、
お
よ
び
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
澤
井
律

之
に
よ
っ
て
『
台
湾
文
学
史
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
）、『
台
湾
新
文

学
運
動
四
〇
年
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五
）
と
し
て
翻
訳
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
に
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇

年
代
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
陳
芳
明
に
よ
る
八
〇
〇
余
頁
に
わ
た
る
本
格

的
文
学
史
『
台
湾
新
文
学
史
』（
聯
経
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
陳
芳
明
の
『
台
湾
新
文
学
史
』
の
翻
訳
も
ま
た
、

本
書
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
下
村
作
次
郎
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
来
年

度
中
に
は
刊
行
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
台
湾
文
学
の
読
者
数
が
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
は
寡

聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
最
近
の
小
説
の
翻
訳
と
し
て
は
最
も
注
目
を

集
め
た
国
書
刊
行
会
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
部
数
が
最
盛
時
で
も
二
〇
〇
〇

部
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
辺
が
最
大
数
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う

中
島
利
郎
・
河
原
功
・
下
村
作
次
郎
編

台
湾
近
現
代
文
学
史
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か
？　

こ
う
し
た
中
で
、
近
刊
も
含
め
れ
ば
三
冊
の
台
湾
文
学
史
に
関

す
る
翻
訳
書
が
刊
行
さ
れ
、
し
か
も
、
日
本
人
研
究
者
の
手
に
よ
る

五
〇
〇
頁
を
越
え
る
台
湾
文
学
史
が
刊
行
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、

他
の
地
域
文
学
に
は
見
ら
れ
な
い
、
台
湾
文
学
の
大
き
な
特
徴
と
も
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
文
学
史
記
述
と
な
る
と
、
前
述
の
よ
う

に
日
本
統
治
期
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
藤
井
省
三
『
台
湾
文
学
こ
の

百
年
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
八
）、
山
口
守
編
『
講
座　

台
湾
文
学
』（
国

書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
）
の
よ
う
な
少
数
の
例
外
を
除
け
ば
、
戦
後
に
つ

い
て
概
括
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
だ
け
に
、
本
書
刊
行

の
意
義
は
大
き
い
。

　

で
は
、ま
ず
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
前
述
の
「
序

章　

台
湾
文
学
航
海
図
」
に
引
き
続
き
、
三
人
の
編
者
を
含
む
九
名
の

執
筆
者
に
拠
る
一
三
の
章
と
下
村
作
次
郎
編
の
「
年
表
」、
お
よ
び
中
島

利
郎
の「
あ
と
が
き
」か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
三
の
章
の
内
訳
は「
第

一
章　

台
湾
新
文
学
の
黎
明
」、「
第
二
章　

頼
和
と
そ
の
仲
間
た
ち
」、

「
第
三
章　

東
京
か
ら
台
湾
へ
」、「
第
四
章　

日
章
旗
の
下
の
台
湾
文

学（
四
〇
年
代
）、「
第
五
章　

呉
濁
流
と
葉
歩
月
、そ
し
て
二
・
二
八
事
件
」、

「
第
六
章　

反
共
文
学
と
鍾
理
和
」、「
第
七
章　

密
か
な
る
成
熟
」、「
第

八
章　
『
現
代
文
学
』
と
郷
土
文
学
論
争
（
七
〇
年
代
～
八
〇
年
代
）」、「
第

九
章　

台
湾
文
学
の
解
放
」、「
第
一
〇
章　

日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け

る
日
本
人
作
家
の
系
譜
」、「
第
一
一
章　

日
本
統
治
期
の
台
湾
文
学
と

「
内
地
」
の
作
家
た
ち
」、「
第
一
二
章　

台
湾
現
代
詩
の
成
立
と
展
開
」、

「
第
一
三
章　

台
湾
原
住
民
文
学
の
誕
生
」
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
章
の
タ
イ
ト
ル
を
並
べ
て
み
た
だ
け
で
も
、
本
書
の
特

色
が
浮
か
び
出
て
く
る
。
多
く
の
文
学
史
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
本

書
も
ゆ
る
や
か
に
は
編
年
体
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
九

章
で
一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
以
降
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
活
躍
す
る

「
六
年
級
生
（
民
国
六
〇
年
代
、
西
暦
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
）」
の
作
家
の

活
動
を
紹
介
し
た
後
、
一
〇
章
は
日
本
統
治
時
代
へ
と
急
に
時
代
が
遡

る
。そ
し
て
そ
の
後
の
四
章
は
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
別
に
独
立
し
て
い
る
、

と
い
う
訳
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
構
成
に
対
し
て
、
中
島
は
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、「
戦

前
に
限
っ
て
だ
が
、
近
代
文
学
成
立
期
か
ら
登
場
す
る
日
本
人
作
家
を

編
年
式
の
文
学
史
で
記
述
す
る
場
合
に
は
、各
章
各
年
代
に
分
散
し
て
」

「
そ
の
流
れ
を
有
機
的
に
摑
み
に
く
い
」
た
め
、「﹁
史
記
﹂
の
﹁
紀
伝

体
﹂
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
そ
れ
を
文
学
史
記
述
の
便
法
と
し
た
」
と
説

明
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、戦
前
の
日
本
人
作
家
の
文
学
活
動
を
ど
の
よ
う
に
「
台
湾
」

文
学
史
に
盛
り
込
む
か
は
、悩
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
台
湾
側
で
は「
序

章
」
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彭
瑞
金
は
日
本
人
作
家
に
言
及
せ

ず
、
葉
石
濤
と
陳
芳
明
は
一
九
四
〇
年
代
の
『
文
芸
台
湾
』
の
記
述
に
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関
連
し
て
若
干
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
決
し
て

多
く
な
い
。
ま
し
て
や
、「
第
一
一
章
」
の
よ
う
に
、「
戦
前
の
日
本
﹁
内

地
﹂
文
壇
で
、台
湾
を
題
材
と
し
て
作
品
を
発
表
し
た
」
作
家
た
ち
は
、

台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
台
湾
文
学
史
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
わ
け
も
な
い
。

と
す
れ
ば
、
日
本
人
研
究
者
の
手
に
よ
る
台
湾
文
学
史
で
あ
る
本
書
に

期
待
さ
れ
る
も
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
中

島
の
言
う
「
紀
伝
体
」
方
式
は
必
然
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
し
、

一
〇
章
、
一
一
章
が
書
か
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

　

た
だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、
本
書
は
体
裁
的
に
は
中
島
の
言
う
よ
う
に

「
大
き
く
二
つ
に
分
け
」
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
読

者
は
（
筆
者
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
）、九
章
か
ら
一
〇
章
へ
の
断
絶
に
、

一
瞬
首
を
傾
げ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
形
式
上
も
大
き
く

第
一
部
・
第
二
部
と
分
け
、
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
提
示
し
て
欲
し
か
っ

た
。
ま
た
、
三
人
の
編
者
を
含
む
九
人
の
執
筆
者
と
い
う
大
編
成
ゆ
え

の
難
し
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
各
章
間
の
重
複
が
見
ら
れ
た
り
、
逆
に

各
章
間
、
各
節
間
の
繋
ぎ
が
欠
け
て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の
は
残

念
で
あ
る
。
再
版
の
機
会
に
は
、
是
非
再
考
を
お
願
い
し
た
い
。　

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
わ
ず
か
な
瑕
疵
を
除
け
ば
、
各
章
、
各
節
の
内

容
は
誠
に
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
第

二
章
、
第
五
章
、
第
六
章
の
タ
イ
ト
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

時
期
を
代
表
す
る
作
家
に
関
す
る
論
考
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
時
代
を

語
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
の
出
版
で
あ
る
だ
け
に
、
本
書
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
数
多
の
作
家
・
作
品
に
親
し
ん
だ
上
で
こ
の
文
学
史

を
読
む
、
と
い
う
読
者
は
想
像
し
に
く
い
。
文
学
史
の
翻
訳
が
充
実
し

て
い
る
の
に
比
べ
、
実
際
の
作
品
の
翻
訳
量
が
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
、
と
い
う
の
も
日
本
に
お
け
る
台
湾
文
学
（
研
究
）
の
ア
ポ
リ
ア
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
の
執
筆
者
を
中
心
と
し
た
研
究
者
諸
氏
の
努
力

に
よ
っ
て
、
状
況
は
幾
分
改
善
し
て
い
る
し
、
特
に
現
代
詩
お
よ
び
原

住
民
族
文
学
の
体
系
的
な
翻
訳
に
関
し
て
は
瞠
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

が
、
そ
れ
に
し
て
も
論
じ
ら
れ
る
べ
き
作
品
は
あ
ま
り
に
多
く
、
小
説

を
中
心
に
、
翻
訳
量
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
前
提
に
立
っ
た
場
合
、
各
時
代
の
作
家
・
作
品
を
総
花
的

に
並
べ
て
い
く
よ
り
も
、
代
表
的
な
作
家
を
中
心
的
に
論
じ
つ
つ
、
そ

の
背
景
を
紹
介
し
て
い
く
、
と
い
う
本
書
の
手
法
は
有
効
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
中
で
も
、
個
人
的
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
第
六
章
「
反
共

文
学
と
鍾
理
和
」お
よ
び
第
七
章
第
二
節
の「
鍾
肇
政
と﹃
台
湾
文
芸
﹄」

で
あ
る
。
台
湾
文
学
史
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
紛
れ
も
な
く
日
本
と
の

関
係
で
あ
る
が
、
一
方
、
何
故
、
中
国
文
学
で
は
な
く
台
湾
文
学
な
の

か
、
こ
の
両
者
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
答
え

る
姿
勢
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　

例
え
ば
、
国
民
党
中
央
党
本
部
が
一
九
五
〇
年
に
設
立
し
た
中
華
文

芸
奨
金
委
員
会
（
文
奨
会
）
に
よ
っ
て
、「
反
共
抗
ソ
」
の
文
芸
活
動
が
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奨
励
さ
れ
、「
一
年
間
に
三
〇
〇
〇
人
が
創
作
し
、
四
〇
〇
人
が
文
奨

会
か
ら
賞
金
を
受
け
、
三
部
の
長
編
、
そ
の
他
三
〇
万
字
の
創
作
が
活

字
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
質
が
ど
う
で
あ
れ
、
文
奨
会
の
文
壇

に
お
け
る
影
響
力
は
相
当
に
大
き
い
。
は
た
し
て
こ
れ
が
、
戒
厳
令
が

猛
威
を
ふ
る
い
、
白
色
テ
ロ
に
よ
っ
て
荒
れ
果
て
た
当
時
の
現
実
の
別

の
顔
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」（
二
二
七
頁
）
と
い
う
指
摘
な
ど
は
、

非
常
に
興
味
深
く
読
ん
だ
。
陳
芳
明
『
台
湾
新
文
学
史
』
に
拠
る
と
、

郷
土
文
学
運
動
の
興
隆
期
に
お
い
て
も
、
政
府
側
の
機
関
で
あ
る
台
湾

省
新
聞
処
が
、
一
九
六
五
年
か
ら
八
〇
年
代
半
ば
に
至
る
ま
で
、
七
〇

余
冊
に
わ
た
る
『
省
政
文
芸
叢
書
』
を
刊
行
、
本
省
・
外
省
作
家
に
台

湾
農
村
を
主
題
と
す
る
作
品
の
執
筆
を
依
頼
し
、
郷
土
文
学
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
国
家
の
政
策
と
文
学
の
関
係
が
一
筋
縄
で
は

捉
え
き
れ
な
い
こ
と
の
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
共
産
党
下
の
中
国
や
戦
時

下
の
日
本
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
興
味
が
尽
き
な
い
。

　

そ
う
し
た
国
家
規
模
で
の
文
芸
活
動
が
奨
励
さ
れ
る
一
方
で
、鍾
理
和
、

鍾
肇
政
と
い
っ
た
作
家
た
ち
が
黙
々
と
個
人
ベ
ー
ス
の
創
作
活
動
を
行

い
、
や
が
て
は
互
い
に
知
己
と
な
り
、
連
携
を
深
め
て
い
く
過
程
は
、
感

動
的
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
呉
濁
流
が
加
わ
り
、
や
が
て
葉
石
濤
に
引
き

継
が
れ
、
と
一
種
の
台
湾
文
学
三
国
志
（
？
）
的
な
面
白
さ
さ
え
感
じ
る
。

鍾
理
和
、
鍾
肇
政
に
つ
い
て
は
、
何
故
も
っ
と
日
本
で
そ
の
作
品
が
紹
介

さ
れ
な
い
の
か
も
ど
か
し
く
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
書
巻
末
の
研
文
出

版
近
刊
予
告
に
拠
る
と
、「
台
湾
郷
土
文
学
選
集
」
と
し
て
鍾
肇
政
が
二

冊
、
鍾
理
和
が
一
冊
翻
訳
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
本
当
に
楽
し
み
で
あ
る
。

　

一
方
、
や
や
残
念
な
の
は
白
先
勇
以
外
の
『
現
代
文
学
』
派
の
作
家

が
あ
ま
り
詳
し
く
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
説

の
翻
訳
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
せ
め
て
王
文
興
の
『
家
変
』
く
ら

い
は
も
っ
と
早
く
に
翻
訳
さ
れ
て
い
て
も
よ
か
っ
た
気
が
す
る
。
白
先

勇
も
そ
う
だ
が
、
中
国
的
な
要
素
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
切
り

結
ん
で
い
く
か
、
と
い
う
問
題
は
、
考
察
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
「
第
一
二
章　

台
湾
現
代
詩
の
成
立
と
展
開
」

に
紙
数
を
譲
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
二
章
で
は
日
本
経
由
の

モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
受
容
と
、
台
湾
人
詩
人
の
中
国
語
詩
表
現
の
可
能
性

探
索
の
問
題
が
、
林
亨
泰
論
を
中
心
に
深
く
、
か
つ
多
角
的
に
論
じ
ら

れ
て
お
り
、学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
、

本
書
の
執
筆
者
で
も
あ
る
三
木
直
大
、
池
上
貞
子
の
尽
力
に
よ
り
、
台

湾
現
代
詩
の
重
要
作
品
の
多
く
が
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
文
学
史
の
記
述

を
作
品
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
す
ば
ら
し
さ
は
、
台
湾
原
住
民
族
文
学
に
も
共
通
す
る
。

台
湾
文
学
が
研
究
者
だ
け
な
く
、
よ
り
広
い
層
の
読
者
を
獲
得
し
て
い

く
た
め
に
も
、
作
品
翻
訳
へ
の
い
っ
そ
う
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
た
る
み
・
ち
え　

横
浜
国
立
大
学
）


